
 

 

2025 年 4月 24 日 

 

坂出市 

本州四国連絡高速道路株式会社 

 

 

一般国道 30 号（E30 瀬戸中央自動車道）における 

スマートインターチェンジの名称決定と開通見通しについて 
 

 

香川県坂出市と本州四国連絡高速道路株式会社（以下、本四高速）が整備を進めてきた、一般国道 30号（E30

瀬戸中央自動車道）に接続するスマートインターチェンジの名称を決定しました。 

また、現在の工事進捗を踏まえた、当スマートインターチェンジの開通見通しをお知らせします。 

 

E30 瀬戸中央自動車道の坂出北インターチェンジは、本州方面の入口、出口のみとなっておりますが、四国

横断自動車道へのアクセス性を向上させるため、平成 29 年度に（仮称）坂出北スマートインターチェンジが

事業化され、現在、四国方面の入口、出口の整備を進めているところです。（別紙参照） 

 

１．名   称 

（仮称）坂出北スマートインターチェンジは、現名称の認知度が高いことや名称変更による利用者の混

乱を招く恐れがあることを踏まえ、正式に「坂出北インターチェンジ」という名称に決定しました。(別紙

参照) 

 

２．開通見通し 

現在の工事進捗を踏まえ、四国方面の入口、出口を令和 7年度内に開通できる見通しとなりました。 

 

  なお、「坂出北インターチェンジ四国方面の入口、出口の整備により期待される効果」については、別添を

ご参照ください。 

 

 

問い合わせ先 

坂出市（事業全般及び名称決定に関すること） 

建設経済部 都市整備課 ℡.0877-44-5017（直通）土日及び祝日を除く 8時 30 分～17時 15 分 

本州四国連絡高速道路株式会社（開通見通しに関すること） 

お客さま窓口 ℡．078-291-1033 土日及び祝日を除く 9時 00分～17 時 30 分 

 

坂出市 



一般国道 30 号におけるスマートインターチェンジの名称決定 

 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂出北インターチェンジ 完成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称決定 

名称の決定に当たっては、坂出市などで構成される「（仮称）坂出北スマートインターチェンジ地区協議会」

で検討を行い、香川県内の道路管理者等で組織する道路標識適正化委員会の意見を踏まえ決定された名称原

案をもとに、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構による所定の手続きを経て決定されました。 

現インターチェンジ名称の「坂出北」が供用後 35 年を経過し認知度が高く周知が進んでいること、「坂出

北」の名称を変更することにより既設の本州方面の出入口とは異なる印象を与え、一般の利用者の混乱を招

く恐れがあることを踏まえ、坂出市に関する名称案を複数検討した結果、その中で分かりやすく、一般利用者

の利便性等を総合評価し、最も高評価となる名称を決定したものです。 
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坂出北インターチェンジ 

四国方面の入口、出口の整備により期待される効果 

 

（１）信頼性の高い物流ネットワークを形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施計画書(H29.7)より 

 配送時間の短縮や時間信頼性が向上し、物流の効率化を促進 

別添 



（２）「みなと」と「みち」の強い絆で企業進出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 10 分以内で ICアクセス可能な企業・工場が大幅に増加し、坂出港と ICとの所

要時間も大幅に短縮することで、坂出港周辺の交通結節点としてのポテンシャ

ルが向上 



（３）速さとわかりやすさで観光集客アップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 観光施設とのアクセス時間が短縮し、アクセスルートのわかりやすさも向上 

 観光施設への立ち寄りが容易となり、集客が増加 



（４）中・西讃地域の安心なくらしを提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 救急搬送時間が短縮され、また、救急搬送時間のバラつきが解消し、安定し

た救急医療活動が可能 



（５）地域を担うこどもにとって安全なまちに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 学校周辺の通過交通等が減少し、通学時の安全性が向上 



（６）コンパクト＋ネットワークで住みやすいまちへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

• 多くの生活関連施設が集積する中心市街地を通過する交通が減少し、安全安心

の向上とともに、定住化やコンパクトなまちづくりを促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

通学路に多くの大型車が混入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大型車両が商店街を通過 

高速道路利用者の 
現在の主なルート 

坂出北 IC 利用交通 

坂出 IC 利用交通 

市役所、学校、病院、郵便局、銀行などの多くの生活関

連施設がＪＲ坂出駅から８００ｍ（徒歩約１０分）圏内

に立地している。 



（７）四国にとって大規模災害時の重要拠点に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 高速道路が南北軸として機能し、災害時は、坂出港から四国島内への早期

の支援物資供給が可能 



（８）災害時にも早期復旧で安心なまちに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瀬戸中央自動車道が迂回路となって効率的な道路復旧を助け、避難所への

早期の物資供給が可能 


